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・認定NPO法人 WE２１ジャパンひらつか 

・大野小学校区放課後児童クラブ 

・金目川水系流域ネットワーク 

・金田花の会 

・NPO法人 暮らし・つながる森里川海 

・子育て支援 チャイルドプラス 

・子ども学習支援グループ 須賀の寺子屋 

・子供と親の環境教室「地球っ子ひろば」 

・湘南の森 

・湘南ひらつかビーチ共同事業体 

・湘南ベルマーレ ゲームボランティア 

 

・花水川ボランティアグループ 

・馬入花畑の会 

・馬入水辺の楽校の会 

・NPO法人ひらつかエネルギーカフェ 

・ひらつか環境ファンクラブ 

・平塚パトロール 

・平塚をみがく会 

・福島の親子とともに・平塚 

・まちづくり工房「しお風」 

・木曜ランナーズ 

・やわた子ども村 

・NPO法人 ワーカーズ・コレクティブ きしゃポッポ 

  ユースボランティア「夏ボラ」は、青少年が平塚市内の多種多様な

市民活動に体験参加することで、さまざまな世代の人たちと知り合

い、自分の力が社会に役立つことや感謝される喜びを実感すること

を目的としています。今年は７月１７日から８月３１日までの間に中学

生１６名、高校生２８名、大学生７名、専門学校生２名、社会人１名の

計５４名が活動体験をし、２３の市民活動団体が青少年の受入れに

協力してくださいました。 

受 入 れ 団 体 紹 介 

 参加者からは、「ありがとう、お疲れ様と声をかけてもらえてうれしかった」「ふ

だん関わることのない小さい子どもとのふれあいが新鮮だった」等の感想や「受

入れ団体の方々に優しく接してもらえたので安心して活動できた」「お客様から

の感謝の言葉は達成感につながった」「様々な人と関わることでいろいろなこと

を学ぶことが出来てよかった」と、いずれも活動体験が自身の成長につながっ

た内容の感想を寄せてくれました。 

７月１６日オリエンテーション 

 十数年前の 100 人を超える青少年の受入れがあった頃と変わり、参加者は少なくなりました。しかし青少

年が自分たちの出来る範囲で積極的に高い意識をもって活動に取り組んでいた点を多くの受入れ団体の皆さ

まが評価してくださいました。ユースボランティアがきっかけとなり、事業終了後も団体の活動に参加してい

る青少年もいるそうです。参加動機もボランティアに興味があったからと自主的に参加した青少年が多いよ

うでした。今年も、怪我や具合が悪くなった事例もなく、受入れ団体の皆さまの多大なるご協力に感謝いたし

ます。また、本年度も平塚学園高等学校インターアクト部のご協力で 15名が参加、また平塚市内各公立中学

校、および平塚中等教育学校でも全生徒へのチラシ配布にご協力いただきました。 

団体も参加者も真剣でした！ 



 

 

  

参加者の感想 

【福島の親子とともに・平塚】 

 福島から来た二人の子と楽しい

時間を過ごすことができた。また海

から帰る車の中で福島について(放

射線量のことなど）いろいろと聞く

事が出来て勉強になった。 

【馬入花畑の会】 

 花畑の草取りはしゃがんでの作業

だったので少し大変だったが、抜い

た後、土が見えてきれいになった

時、達成感を感じることができた。 

【ひらつか環境ファンクラブ】 

この活動を通しておもてなしを改め

て学ぶことできた。小さなお客様でも

丁重にもてなすことが出来たと思う。 

本当に良い経験になった。 

 

 

【子ども学習支援 須賀の寺子屋】 

小学生に上手く勉強を教えられる

か不安だったが、団体の方のサポ

ートのおかげで上手く教える事が

できた。 

【湘南の森】 

知らない植物の名前や特徴など

説明したいただき大変良い経験

になった。お昼のお弁当も分けて

いただきありがとうございました。 

【まちづくり工房 しお風】 

 自分が何かお役に立てたかは

わからないが、自分自身子どもた

ちから元気をもらい、とても楽しい

時間を過ごすことができた。 

【平塚をみがく会】 

意外と簡単に落書きが落ちたことに

驚いたと同時に、やりがいを感じた。 

少しでも落書きの減少につながれば

いいなと思った。 

【大野小学校区放課後児童クラブ】 

 団体の方の指導のおかげでとても

楽しく子どもたちと遊ぶ事ができた。

工作や外で遊ぶことで子どもたちか

ら元気もらい、有意義な時間となっ

た。 

【NPO 法人 暮らし・つながる森里川海】 

 今回のボランティア体験で、ボラ

ンティアは大変だということが良くわ

かった。カヌー体験やガサガサ魚

取りができてとても楽しかった。 

年間を通した「ボランティア募集情報紙」も好調！ 

高校生・大学生向けの「ボランティア募集情報紙」への応募も好調です。専門学校、大学で学生のボラン

ティア活動を授業の一環としている背景もあり５月のスタート時から１８名の方が活動しています。中に

は継続して活動を続けている方もあり「ボランティアを通じて多くの人と知り合い、学生の内に様々な社

会貢献をしたい」「新しい発見や色々な方と関わることができて楽しい！」という意欲的な感想を寄せて

くれています。こちらでも１６の市民活動団体の皆さまに受入れにご協力いただいています。 


